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新潟県刈羽村
●●● ●●●●●●●

刈羽村学校運営協議会 刈羽小学校、刈羽中学校

　「刈羽村学校運営協議会に関する規則」の策定等の指定準備を進める（H25）。
　学校運営協議会を年 4回開催。地域と子供の関わりを柱に熟議・行動化を進める。有識者による講演や先進地視察研
修等により委員の自覚の向上はもとより、協議会機能の活性化に努める（H26）。
　学校運営協議会を年 4回開催。地域の挨拶運動や刈羽甚句による地域活性化を柱に熟議・行動化をより活性化。7月
には全国大会で、これらの取組を発表する。また、中学校にコミュニティ室「fureai」を設置し、地域の人々の活動・
交流の拠点とする。「コミュニティ・スクール通信」の発行や村内ケーブルテレビの活用により、取組の周知やボランティ
ア募集等の広報活動を展開（H27）。

● 活動の特徴・工夫 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
○	活動のねらい　①熟議・協働により、「刈羽を愛し、刈羽を担う児童生徒」を育成する　②コミュニティ・スクール (以下ＣＳ）により、
子供も元気にもなり、地域の大人も元気になる　③コミュニティ室の運営と情報発信により、刈羽CSの輪を広げ，着実に地域に根
付かせる。
○	特徴的な活動　①地域の挨拶運動　②小・中学生による刈羽村伝統芸能「刈羽甚句」の継承　③学校の教育活動への地域の人々の参
画・協力　④村行事への生徒の参画　⑤コミュニティ室を拠点とした子供と地域の人々、地域の人々同士の「絆づくり」

【実施に当たっての工夫】
　①学校と地域をつなぐ人材を学校運営協議会員に委嘱した。②ＣＳが地域
に着実に根付くように、学校運営協議会員で、活動のねらいを共有化し、熟
議する。　③熟議から生まれた企画を実現，中学校体育祭で刈羽甚句を生徒
と地域の人々が輪になって踊った。　④職場体験学習など地域連携の核とな
る教育活動に、学校運営協議会員をはじめ地域の人材が企画段階から加わる。　
⑤村民運動会など村の行事に、生徒が企画段階から加わることにより、「刈
羽を担う」意識を育てる。　⑥コミュニティ室の運営をはじめ、地域コーディ
ネーターを地域連携の柱とする。　⑦コミュニティ室でのふれあい活動など、
地域住民による自主的な運営の場を設ける。

● 事業を実施しての効果・成果 ●●●●●●●●●●●●●●●●●

　①「刈羽を愛し、刈羽を担う児童生徒の育成」を目指し、学校運営協議会
委員が学校運営のパートナーとなっている。子供や地域への願いや思いを
もって熟議し、活動内容が深まっている。②ＣＳにより、子供も元気なり、
地域の人々も元気になっている。児童生徒は地域の人々との活動を楽しい、
ありがたいと感じ、地域の人々は児童生徒に感謝され、大きなやりがいを感
じている。③笑顔でボランティアに参加したり、自主的に活動を進めたりす
る地域の人々が増えた。活動内容が深まり、裾野が広がっている。④コミュ
ニティ室の設置、「コミュニティ・スクール通信」やケーブルテレビ、会合
等での情報発信により、村民の理解も深まっている。ＣＳは、新しい心地よ
い風となり、地域の活性化につながっている。

● その他 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●学校支援活動の内容は、主に小・中学校における授業補助。
実績として、小学校生活科の野菜づくりや身近な生き物調べ補助、小学校理
科の植物栽培補助、中学校技術・家庭科（家庭分野）のおもちゃ製作や裁縫
活動補助等がある。

こんな
活動です

「オール刈羽で子どもを育てる」を合い言葉に、学校と
ともに歩んでいます
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コミュニティ室 fureai
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体育祭「刈羽甚句」
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学校支援
活動 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
0 人 1 人 100 人 有 26 年度 有 無 無

地域
未来塾 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数

子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
0 人 1 人 100 人 10 人 27 年度 有 無 無

放課後
子供教室 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数

年間開
催日数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
0 人 1 人 120 人 7 日 27 年度 有 無 有

実施場所 学習支援 放課後児童クラブとの連携
公民館 無 連携型

土曜日の
教育活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

コミュニティ・
スクール ●

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
平成 26 年 4 月 1 日 18 人 346 人 17 学級




